
彙

報

が
．
實
物
に
郎
し
て
考
説
さ
れ
て
る
る
等
、
、
躁
術
的
な
立
場
か
ら
傾
穂
す
べ
き

所
説
を
騎
所
に
見
出
す
こ
と
併
せ
提
ぐ
可
く
、
罷
職
雛
束
亜
古
忍
術
に
關
す

る
本
邦
學
徒
の
精
蓮
を
示
す
一
標
識
を
な
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
刺
口
新
盤
刊
・
壷
慣
二
十
…
器
制
五
十
銭
）
（
潤
阻
芳
蕪
郎
）

彙

蘇

　
　
　
　
更
學
科
叢
・
業
生
と
入
學
生

　
昨
年
・
十
一
月
の
脇
†
詠
出
｝
陣
に
依
る
卒
業
飽
二
十
七
名
の
外
、
本
・
年
臨
綱
丈
を

提
蒸
し
て
新
た
に
卒
業
し
た
獲
留
本
望
史
學
科
學
生
は
衣
の
童
名
で
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
セ

卒
業
論
丈
の
題
ロ
と
氏
名
ば
訳
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
國
　
史
　
寡
　
攻
　
　
五
名

　
日
本
上
代
精
野
史
の
一
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
二
　
栖

　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
古
代
経
濟
生
活
と
瀞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
村
　
篤
　
期

中
惜
一
に
一
於
け
る
法
理
の
惟
絡
川
に
つ
い
て

焔
鎌
喬
旧
晦
代
の
復
古
恩
湘
心

我
が
…
國
に
於
け
る
浮
洲
序
示
の
成
立
に
つ
い
て

　
　
i
鴛
†
安
酷
柿
敏
よ
η
’
鎌
な
職
漁
脚
妨
黙
ヘ
ー

　
　
　
東
、
洋
史
專
攻
　
　
一

元
末
一
の
観
と
融
奪
的
勢
力

　
　
　
西
洋
史
專
攻
　
　
一
名

プ
ィ
ヒ
テ
の
園
家
蜘
酬

　、　　　『匿「f
かく　　rL弓

，閏

屡　田
［静

次

郎郵、

和
　
田
　
正
　
之

黒
本
　
重
　
臨

調
　
山
　
博
　
愛

第
土
十
九
巻
　
第
四
號

一
〇
四

　
　
　
　
地
、
理
學
專
攻
　
　
二
名

　
ア
黒
体
ヵ
合
衆
國
に
於
け
る
人
種
機
器
と
二
丁
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
糸
　
伸
　
｝

　
亜
細
…
亜
的
…
蛾
礁
…
業
の
大
束
距
的
摺
出
成
　
　
　
　
　
野
「
　
澤
　
信
一
　
留

　
　
　
　
考
古
學
專
攻
　
　
一
名

　
繍
…
丈
土
無
伽
の
龍
巾
源
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
倫
障
　
司

次
に
本
年
度
史
學
科
新
入
學
生
は
本
科
生
五
十
二
名
（
内
專
門
學
校
卒
業
生

十
名
）
…
選
科
生
十
々
羽
の
計
六
十
二
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
宮
崎
教
禰
の
任
官

　
雷
小
洋
史
の
宮
繍
一
助
卿
粘
授
は
本
年
五
月
十
三
日
附
で
本
雄
’
勲
一
授
に
任
官
、
窟
小

洋
史
第
二
噺
講
座
の
摺
…
任
を
A
胆
ぜ
ら
れ
、
こ
エ
に
｛
果
警
吏
陣
容
が
整
傭
…
を
一
見
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
國
史
研
究
室
近
況

一
、
共
同
研
究
　
鷺
本
諸
學
振
興
委
員
會
昭
和
十
九
年
度
指
定
研
究
と
し
て

　
西
田
教
授
を
中
心
に
巾
村
・
藤
爾
助
教
授
汲
び
牢
肉
助
手
ら
は
「
日
本
軍

　
學
武
教
の
歴
史
杓
研
究
－
國
民
生
活
と
の
關
聯
」
な
る
課
題
に
よ
る
共

　
同
研
究
を
行
ふ
こ
と
に
な
っ
た
〇

二
、
見
學
　
西
田
教
授
を
は
じ
め
研
究
室
訂
附
は
左
記
の
如
く
見
…
學
を
行
ふ

　
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
七
月
七
H
午
後
市
内
今
熊
野
の
新
日
告
淋
融
に
、
冠

　
司
燕
藤
島
家
所
藏
の
史
料
を
探
訪
㎜
し
た
。
同
家
は
非
里
人
の
家
絡
川
を
も
ち
、

　
院
σ
藏
人
を
勤
仕
し
て
ゐ
℃
、
非
蔽
人
座
次
瀬
野
簾
（
文
化
八
篇
）
院
藏
人

　
「
備
．
亡
（
寛
政
六
篇
）
を
は
じ
め
こ
の
職
分
に
熱
す
る
多
く
の
記
録
獄
が
あ
る

　
又
代
々
の
臼
罷
、
自
億
一
忙
も
見
る
も
の
あ
り
　
宗
瀬
記
に
匡
は
魔
政
二
年
本
・

（　‘122　）



　
贋
玉
茎
が
古
事
記
傳
初
盤
を
妙
法
院
眞
仁
法
親
王
に
献
じ
轟
こ
と
が
あ
u

こ．

黷
�
謗
氓
｢
で
便
宜
を
計
っ
た
こ
と
が
、
語
長
の
來
警
な
ど
に
亀
田
は

　
為
る
。
宗
職
の
億
一
に
は
弘
化
四
年
題
旧
習
院
の
開
一
講
に
當
り
、
講
簾
〃
に
固
列
し

　
て
、
そ
の
華
情
を
詳
か
に
紀
す
と
こ
ろ
も
あ
る
。
な
ほ
憩
枇
關
係
低
近
世

　
丈
人
の
著
作
な
ら
び
に
筆
蹟
箏
兎
も
敏
多
く
存
せ
ら
わ
て
．
み
る
〇

　
　
七
月
醜
婦
に
は
市
内
蛮
書
院
圓
頓
美
町
木
下
伊
年
氏
を
訪
ね
、
先
代
壷

　
山
氏
．
蒐
集
に
係
る
芭
蕉
以
下
近
世
俳
入
筆
蹟
を
舞
見
し
実
。
芭
蕉
肉
叢
賛

以
下
見
る
べ
き
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
又
茶
杓
の
蒐
戴
も
彩
し
く
、
紹
鶴

　
利
久
、
日
誌
等
の
所
…
狩
と
偲
へ
ら
わ
る
も
の
も
あ
っ
た
コ

　
　
八
月
一
一
日
に
は
市
内
柳
馬
場
六
角
下
ル
饗
庭
畏
兵
術
氏
宅
に
關
扇
の
敷

　
々
を
拝
見
し
た
。
同
家
は
團
扇
商
の
老
舖
で
、
現
に
技
衛
…
保
存
の
指
定
を

　
う
け
て
み
る
◎
家
職
と
し
て
の
團
偏
の
蒐
集
は
全
円
に
亘
っ
て
配
す
と
こ

　
ろ
が
な
い
。
奈
良
、
江
戸
、
山
尽
の
作
ロ
…
…
に
は
各
々
趣
嚢
が
あ
り
、
地
上
刀
に

　
も
松
李
不
昧
公
の
好
ん
だ
出
居
ひ
謝
今
市
の
製
を
は
じ
め
備
前
三
川
な
ど
好
ま

　
し
．
い
も
の
が
多
く
あ
っ
た
O

　
　
　
、
『
東
洋
史
研
究
隠
の
薪
護
足

　
昭
、
和
十
年
羽
田
紛
欄
士
指
激
V
の
一
ド
に
徽
門
時
の
本
窯
扁
虻
脚
崇
科
策
…
洋
史
榊
適
量
露
員

　
　
　
　
　
　
　
　
び

並
び
に
附
近
在
住
有
窓
を
中
心
に
獲
禽
阿
、
術
…
來
台
蹟
肖
貝
相
互
の
親
睦
を
計
る
と
．

壮
ハ
に
㌧
年
六
同
［
難
誌
『
棄
洋
史
研
究
』
を
刊
行
凹
し
て
本
邦
｛
果
洋
史
墨
・
の
備
狡
噺
運
に

寄
與
す
る
所
火
で
あ
っ
た
｛
果
洋
史
研
究
會
で
は
、
時
局
下
一
段
と
禽
組
織
を

強
化
［
し
て
使
命
の
坤
達
成
を
計
る
べ
く
昨
年
静
臥
訳
協
…
議
の
結
回
米
、
新
た
に
癖
μ

畏
総
長
羽
里
蘇
士
、
測
暫
長
に
教
授
那
波
利
貞
博
士
を
推
識
．
欄
繍

瀞
委
員
に
宮
崎
市
定
教
授
、
編
輯
委
員
に
安
都
・
小
川
・
田
村
．
森
．
内
田

彙

報

の
轍
顛
氏
、
下
臥
勝
委
剛
貝
に
口
村
上
氏
が
就
任
し
新
旧
携
ハ
足
な
遂
げ
る
と
黄
に
、
難
　
鄭
ゆ

景
洋
臭
研
究
」
の
劃
期
的
充
笠
向
上
を
期
す
る
こ
と
・
な
っ
た
。
慮
が
偶
々

解
版
　
界
の
状
勢
か
ら
藩
干
の
紆
像
曲
折
が
あ
り
、
そ
の
一
顧
現
が
邊
延
し
て
み

た
が
、
今
般
主
務
官
聡
よ
り
國
二
三
的
に
浩
ふ
も
ρ
と
1
1
岬
し
認
め
ら
れ
、
そ

の
使
命
に
鐙
み
こ
＼
に
改
丁
し
て
從
來
の
酉
巨
を
改
め
、
　
一
段
と
内
容
を
棚

新
充
話
し
て
…
世
の
期
待
に
副
ふ
こ
と
訟
な
り
、
こ
の
新
一
第
訟
巷
｛
恥
一
號
が
去

る
八
月
末
獲
行
さ
れ
た
。

　
そ
の
主
要
乱
塾
案
・
匠
の
如
く
で
あ
る
〇

　
　
一
、
金
曜
刑
法
考
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
井
田
　
　
傑

　
　
一
、
元
の
臨
怪
鳥
Ψ
の
丈
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　

士
口
川
幸
次
郎

　
　
　
　
西
洋
史
讃
書
禽

、
桝
倉
六
月
差
＋
八
日
午
後
笹
垣
り
讐
園
例
會
を
原
教
授
室
戸
、
開

催
。
原
教
授
、
鈴
木
、
井
上
爾
助
教
授
以
下
十
三
名
画
雁
。

　
一
、
宗
教
改
革
以
前
に
於
げ
る
猫
逸
ヒ
ュ
…
マ
ニ
ズ
ム
に

　
　
　
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

液｛

ｺ
雅
Ψ
μ
氏

例
會
七
月
＋
三
同
午
毯
醇
よ
り
年
六
甲
例
會
を
原
敏
授
室
匹
．
開
催

原
教
授
、
鈴
木
助
教
授
以
下
十
一
続
出
魔
。

　
一
、
隅
務
肩
当
ン
・
．
ヘ
イ
と
共
の
時
代
　
今
津
晃
氏

　
例
會
　
八
月
七
日
午
後
一
時
よ
り
第
七
圃
例
倉
を
原
教
授
室
に
て
開
催
Q

劇
毒
考
は
、
原
教
授
、
鈴
木
助
産
授
以
下
雷
名
。

　
一
・
・
δ
。
羨
陣
銭
。
冒
h
磐
。
駄
目
胃
ぎ
g
悪
童
、
．
め
解
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傘
岩
正
夫
則
、

第
二
十
九
巻
　
第
四
號

一。

寫
ﾄ

（　4L）　：・］　）



報

　
　
　
　
考
古
學
数
室
の
　
這
況

　
｝
山
城
ア
ン
デ
ラ
山
古
墳
の
調
査
、
洛
南
久
世
郡
大
久
保
村
大
宇
廣
野

小
字
丸
山
の
丘
陵
上
に
あ
る
ア
ン
デ
ラ
山
と
俗
目
す
る
古
墳
の
上
部
に
口
輪

圓
筒
を
は
じ
め
異
形
の
埴
輪
栂
物
の
露
繊
し
て
み
る
こ
と
が
、
宇
佐
晋
一
氏

に
依
っ
て
教
室
に
報
ぜ
ら
れ
て
來
た
の
で
、
八
月
下
旬
か
ら
前
後
四
回
に
互

り
劉
氏
の
滲
加
を
得
て
、
梅
原
教
授
、
小
林
助
手
以
下
澄
田
・
及
川
・
岡
田

等
の
教
豊
員
が
そ
の
調
査
を
行
ふ
た
Q
こ
の
吉
墳
は
穫
約
百
八
十
尺
、
高
さ

二
十
尺
｝
を
紹
』
え
る
大
き
な
丸
塚
で
あ
っ
て
、
大
正
五
山
ハ
年
の
頃
～
盗
掘
に
罹
り

い
ま
頂
部
の
南
…
孚
に
凹
所
を
一
見
受
け
る
が
、
右
の
調
査
の
結
県
、
北
雫
の
蔀

分
「
に
六
個
の
傭
…
の
あ
る
埴
輪
圏
冨
御
が
東
西
の
一
霞
線
腿
に
並
ん
で
、
そ
れ
が
爾

端
で
南
擁
し
て
も
と
四
角
に
頂
部
を
三
っ
て
る
た
寒
寒
を
と
獄
め
、
更
に
こ

の
暉
劉
内
の
北
邊
中
央
都
に
鞭
（
矢
筒
）
形
殖
輪
色
澁
形
錆
ド
鹸
…
の
漕
畿
仔
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
畿
内
に
於
け
る
埴
輪
に
遷
し
新
た
に
知
翼
を

提
供
す
る
も
の
と
し
て
寵
す
べ
き
で
あ
・
る
〇

　
二
　
考
古
學
賓
料
叢
刊
の
績
刊
　
第
三
集
た
る
、
『
唐
鏡
大
槻
』
は
圃
版
上

謡
ト
ニ
概
〃
百
ご
十
輩
が
の
印
・
刷
を
終
曜
．
へ
、
目
二
卜
本
一
当
の
印
華
中
で
あ
る
。
こ
の
本

丈
は
総
設
と
解
…
説
と
か
ら
薩
っ
て
四
六
倍
剛
版
約
二
百
酬
貝
の
臨
課
定
で
あ
り
、
本

年
中
に
公
刊
の
豫
淀
に
な
っ
て
み
る
。
第
四
集
た
る
『
支
那
古
玉
』
も
ま
た

ほ
爲
囲
版
百
三
十
葉
の
印
刷
が
軸
紗
り
、
引
回
い
て
刊
行
の
．
筈
で
、
一
日
下
第
五

集
と
し
て
梅
原
激
授
の
手
，
で
『
東
亜
K
於
け
る
漢
代
の
明
器
殊
に
家
麗
と
竈
』

の
繍
一
調
中
で
あ
る
。

　
　
一
…
近
畿
池
方
潰
跡
地
4
1
裟
並
に
丈
献
楓
録
編
纂
事
業
　
．
昨
秋
以
降
日
本

學
術
療
智
慧
の
援
助
脱
、
儲
け
て
本
敬
服
測
手
今
弁
富
士
離
飛
が
梅
源
教
授
指

第
二
十
九
巻
　
第
四
號

野
〇
六

導
の
下
に
從
廓
し
て
み
る
こ
の
事
業
は
、
上
は
石
器
時
代
か
ら
下
は
古
寺
趾

に
互
」
る
あ
、
わ
ゆ
る
造
跡
の
正
確
な
る
地
名
表
と
分
布
圃
の
作
製
を
主
標
と
な

し
、
一
己
て
闘
一
巻
の
丈
献
田
鋤
鯨
、
を
作
ら
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
年
五
月

以
降
新
た
に
大
學
院
學
生
及
川
幸
夫
氏
が
、
野
地
の
調
査
を
換
毛
す
る
こ
と

に
な
っ
て
、
揃
下
鏡
二
三
｝
行
脚
で
あ
り
、
由
ぶ
鶉
箭
肘
滋
智
ハ
縣
か
ら
近
く
三
二
府

に
移
る
豫
定
に
な
っ
て
み
る
〇

　
四
　
故
日
4
1
子
太
郎
氏
蒐
集
品
の
購
入
　
大
分
縣
の
郷
土
史
家
と
し
て
令

名
の
起
つ
た
同
氏
の
多
年
に
亙
る
郷
土
を
中
心
と
し
た
考
古
關
係
の
蒐
集
贅

料
は
、
そ
の
残
後
遺
族
の
下
に
保
存
せ
ら
れ
て
る
た
が
、
今
則
遺
稿
『
大
分

縣
金
石
年
叢
』
下
塗
橿
軍
費
金
に
嘗
て
ら
れ
る
爲
に
本
教
塞
で
譲
受
け
る
こ

と
に
な
ウ
て
最
近
尋
績
を
終
へ
た
Q
遺
品
は
石
器
隠
代
か
ら
膳
史
時
代
に
亙

る
五
百
徐
鮎
で
あ
っ
て
、
中
で
石
器
時
代
の
蓮
贔
は
輩
－
に
大
分
縣
F
の
も
の
ば

か
り
で
な
く
、
全
國
の
逡
品
を
含
ん
で
う
ち
に
注
意
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、

ま
た
㎝
川
に
”
傑
藤
碩
囚
の
曲
遺
愛
の
臨
鋸
鎌
等
記
す
べ
き
獺
に
互
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
悔
原
）

A

勤学

　
　
　
　
史
學
研
究
愈
評
議
員
露

　
七
月
十
口
（
月
曜
）
’
午
秘
晒
　
時
よ
り
紬
陳
列
館
貴
賓
室
に
て
｝
四
聖
、
噛
那
波
、
梅

原
、
田
村
、
井
上
昏
評
議
員
、
不
破
委
員
出
席
の
も
と
に
評
議
貴
酬
開
催
。

　
樵
　
原
瀬
岬
灘
↑
獄
よ
り
．
『
吏
林
漁
期
蟹
行
所
攣
更
に
…
賀
す
る
縄
緯
胴
の
報
出
μ
あ
り
て

　
　
　
嚇
戸

（4．瓢）



左
脳
三
件
を
協
議
決
定
せ
り
。

　
、
從
來
『
史
林
』
を
内
外
出
版
印
刷
株
式
會
灘
に
て
毅
行
し
來
り
し
所
、

今
回
の
企
業
整
備
に
よ
り
同
祉
は
印
刷
部
の
み
を
存
置
す
る
こ
と
と
な
り

　
し
一
篇
、
今
後
〃
は
史
學
研
究
禽
阿
が
直
接
『
史
林
』
の
経
螢
・
王
騰
と
な
り
、
印

　
刷
の
み
を
同
率
に
て
搬
當
す
る
こ
と
。

一
、
典
學
研
究
三
々
饗
を
昭
和
十
九
年
度
後
牛
期
よ
り
年
額
六
圓
と
す
る
こ

　
と
Q

一
、
星
野
敬
一
氏
に
薪
た
K
兜
學
研
究
會
の
庶
務
係
を
依
召
す
る
こ
と
。

　
　
◇
並
等
動
静

　
◇
入
　
　
奮

東
京
都
八
王
子
申
巾
横
山
町
六
〇

穂
島
市
上
佐
吉
町
三
丁
目

　
◇
幽
箭
隙
蝿
父
換
圖
書

史
　
墨
・
　
難
　
誌
　
五
五
ノ
四
、
五

日
本
丈
化
班
究
第
一
輯

祉
禽
経
濟
吏
學
　
一
四
ノ
ニ
、
三
、
四

京
都
市
史
　
編
年
繕
目
第
一
巻

民
族
學
研
究

丈
　
　
　
　
化

歴
史
學
研
究

災
迩
と
奨
衛

倉

薪
ニ
ノ
ニ
、
三
、
四
、
五

一
一
ノ
六
、
七

一
四
ノ
四

一
五
ノ
五

寸

　
鮎
澤
儒
太
郎
氏

（
右
三
上
正
利
氏
紹
介
）

　
岩
．
淺
敦
俊
氏

（
右
那
波
利
貞
氏
紹
介
）

皮歴京民京社日大史
準史北族
美學帝
衛研
同　　丈
　　　協政究學

大學都済化

曾本阪

輕丈商

　科學
衷硬
學究大

禽會曾倉市會室學會

國
學
院
難
誌

人
嶽
學
難
蜂

巣
　
　
　
　
學

史
　
　
　
　
淵

東
方
學
軽

哲
學
研
究

東
洋
史
研
究

帝
國
學
士
院
紀
愚

考
古
學
難
誌

國
語
・
國
丈

五
〇
ノ
四
、
五

五
九
ノ
六
、
七

珍
ニ
ノ
ニ
、
三

三
二一

五
ノ
一

二
九
ノ
五

新
一
ノ
一

三
ノ
ニ

三
四
ノ
五

　
四
ノ
五

懸
盤
院
大
学
難
寮
費

日
本
人
数
學
倉

三
　
田
更
學
倉

九
州
典
學
會

東
方
丈
化
學
院

京
都
糞
壷
會

東
洋
史
硫
究
至

孝
國
學
士
院

日
本
考
古
學
會

京
都
帝
大
國
丈
比
倉

第
二
十
九
巻
　
第
四
號
　
　
｝
〇
七

r　42，5　）


